
ごみの自然界流出問題解決に向けた

事業のご紹介
株式会社 ピリカ

2026.05.25



2

株式会社ピリカは科学技術の力で

あらゆる環境問題を克服することを目指す会社です。

多様な環境問題の中でも、私たちはまず一歩目として、

ごみの自然界流出問題に取り組んでいます。

科学技術の力で

あらゆる環境問題を

克服する

会社概要
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株式会社ピリカ社名

会社概要

ピリカ＝アイヌ語の「きれい」に由来

2011年11月21日

小嶌 不二夫（代表取締役）

東京都千代田区九段北1-4-7-802

ごみ拾いSNSピリカの開発・運営
ごみ分布調査サービスの提供
ごみのリサイクル
環境問題解決のための調査・研究

設立

代表

所在地

事業内容

2025年3月 経済産業省のスタートアップ
支援プログラム「J-Startup」に選出



4

代表取締役

小嶌 不二夫  Kojima Fujio

7歳の時に読んだ本の影響で環境問題の解決を志す。

大阪府大で環境工学、京大院でエネルギー経済を専攻。

大学院時代に世界を一周し、ごみの自然界流出問題に着目。

帰国後にごみ拾いSNS ピリカの開発を開始。

2011年に京大を中退し、会社を設立。

環境スタートアップ大賞 環境大臣賞 受賞

MIT Innovators Under 35 Japan受賞

会社概要
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事業概要　取り組む社会課題とその状況

ごみ（特にプラスチック）の自然界への流出が無視できない規模に

水路に不法投棄されたごみ（埼玉県で撮影）

世界規模で人口と豊さが増加し、製品使用に伴うごみの流出量が指数関数的に増加し、無視できない規模に

毎年、約820万トンのプラ廃棄物が管理できておらず、その一部が自然界に流出していると見られている
※2022年プラスチック汚染条約の議論開始において参考データとして活用されたOECDのデータを参照

海岸に打ち上がった大量のごみ（ガーナで撮影）

※
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事業概要　取り組む社会課題とその状況

ごみの流出による悪影響は、生態系・産業など広範囲にわたる
生態系や産業に対しては既に実害が発生。 プラスチック摂取による人体への影響も懸念されているが、結論
は出ていない （実験動物の癌化などは確認済み、他の有害物質と比べて有意にリスクが大きいかは未確定）。

産業への影響

生態系への影響
プラスチック製の容器、
袋、網などを誤飲したり、
体に絡まるなどして、
最悪の場合、死に至る
ケースも。
（渡り鳥の死骸と、その胃から検
出されたプラスチック）

海洋生物への影響による海
産物の漁獲量の減少・品質
低下、船舶の航行の阻害な
どにつながるだけでなく、
関連する観光業への影響も
懸念されている。

人体への影響
プラスチックに付着する化
学物質が人体に悪影響を及
ぼす可能性が指摘されてい
る。（特に直径5mm未満のマイ
クロプラスチックは人体に取り込
まれる懸念が大きい）

気候変動への影響
プラスチックは日光や水に
よる劣化で温室効果ガスを
排出。海中ではサンゴの生
育に悪影響を及ぼす等、二
酸化炭素濃度増加に繋がる
可能性が示唆されている。

出典：NOAA
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2040年までに

自然界に流出するごみの量と

回収されるごみの量を逆転させる

事業概要　ごみの自然界流出問題解決に向けて

我々はごみの自然界流出問題に対し

● 計測：流出・回収されるごみの量や種類を定量的に把握する

● 対策：ごみの流出量を削減し、回収量を増加させる

という解決に不可欠な2領域に貢献する事業やサービスを生み出し

世界中に普及させることで、問題の解決を目指す。
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ごみの流出問題のあらゆるポイントを 一気通貫で解決  　

事業概要　ピリカが提供する「ごみの流出対策サービス」

ごみ分布
調査サービス

タカノメ

ごみ拾い促進
プラットフォーム

ピリカ

 資源化 回収 調査 流出抑止 

ごみの流出抑止

 コンサルティング

ごみの資源化

リサイクル
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事業概要　受賞歴 等

国内外で認められる取り組みに

環境スタートアップ大賞
環境大臣賞
（2021）

Appleの
AppStoreで特集

（2022）

日経ソーシャルビジネス
コンテスト 大賞

（2023）

Google Play の 
#WeArePlay で特集

（2024）

その他、Eco Summit 2013 金賞、掃除大賞2016「社会貢献賞」、掃除大賞2018「環境大臣賞」、Orange Impact Challenge優勝、Rise Up Festa最優秀賞、環境スタートアップ大賞「環
境大臣賞」、Amazing STARTUPS 選出、Industry Co-Creation（ICC）サミット KYOTO 2022デザイン & イノベーション アワード グランプリ 、ソーシャルグッド・カタパルト  2位、
Google Play ベスト オブ 2022 　アプリ　社会貢献部門　大賞受賞、Deep Tech Venture of the Year 2024、SDGsジャパンスカラシップ岩佐賞「環境の部」受賞 など多数
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ごみ拾い促進プラットフォーム

ピリカ

ごみ拾いを楽しく、続けやすく！
世界最大のごみ拾いSNS
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管理・
見える化

システム
利用料

管理・
見える化

システム
利用料

ごみ拾い促進プラットフォーム「ピリカ」

SNSピリカを活用した、清掃活動「見える化」サービス
ごみ拾い促進プラットフォーム「ピリカ」は、ごみ拾い活動を記録・共有することで行動を「見える化」し、
その取り組みを社会へと広げ、活性化していくためのプラットフォームです。

 

 

自治体 企業

SNSピリカ 135  以上の
国と地域で利用

4.5億個の
ごみを回収

300万人の
のべ参加者数
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ごみ拾い促進プラットフォーム「ピリカ」　ピリカ 自治体版、企業・団体版

個別の清掃活動を集約し、見える化。活動の活性化を支援

 見える化ページ

自治体版
地域清掃活動の見える化・活性化の支援や
不法投棄通報のためのサービスを提供。

主な導入先：岡山県、東京都北区、網走市、茨城県 他多数

企業・団体版
企業・団体の清掃活動を見える化。組織内タイムラインで
メンバー間のコミュニケーションや社会活動活性化にも活用可能。

主な導入先：サッポロホールディングス、Rethink PROJECT by JT 他多数

https://corp.pirika.org/service/pirika/government/
https://corp.pirika.org/service/pirika/group/


 

ごみ分布調査サービス

タカノメ

ごみの分布を見える化！
効果的な対策の効果検証・立案に
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画像解析によりごみを検知

データ活用解析

ごみ分布調査サービス「タカノメ」

スマートフォンで道路を撮影し、画像解析することで、ポイ捨てごみや不法投棄の分布調査を行うサービスです。
ポイ捨て・不法投棄ごみの実態把握や、データを活用したごみの流出抑止に貢献しています。

調査

スマートフォンで路上を撮影 ごみの分布状況を可視化

画像解析技術を活用した、ごみの分布状況可視化サービス

調査データをもとに、実態に即した効率的かつ効果的な対策立案へ
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ごみ分布調査サービス「タカノメ」 自動車版　

タカノメ自動車版：広域調査
車とAIの活用により、これまで不可能だった広範囲のごみ分布調査が可能に。さらに、官民連携で不法投棄
パトロール制度の構築・運用も実現できます。

・自治体や企業の車両にスマホ
　を設置（ピリカから貸出）
・他業務のついでに調査が可能

・不法投棄レポートを提供
・ポイ捨てごみはボランティア
　で回収（SNSピリカ連携）

車両による撮影
（自治体、民間企業）

データの確認・活用
（自治体、ピリカ）

 

・AIによる1時間ごとの自動解析
・ペットボトル以上のごみを検知
・モザイク処理による個人情報保護

AIによる分析
（ピリカ）

調査機器提供

撮影データ

システム利用料

ごみ分布データ

国内実績：廃棄物・物流・交通業界を中心に企業や自治体で採用され、100台以上の車両に調査端末を搭載。
海外実績：JICAや三井物産と連携し、ベトナム、アメリカ、ペルーなど5カ国で自主調査を実施。
　　　　　オープンソースのストリートビュー画像を活用した世界規模のごみ分布調査網構築も進めている。
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ごみ分布調査サービス「タカノメ」 徒歩版

タカノメ徒歩版：詳細調査
車の通れない狭い道や歩道などを対象としたエリアでの調査が可能です。環境重点区域の定点観測、散乱ごみ対策
の効果検証などに活用されています。

・ピリカ、またはご依頼主様側　
で対象エリアをスマホで撮影

・解析結果データを提供
・分析レポートをもとに対策検討

人による撮影
（ピリカ、企業、自治体）

データの確認・活用
（企業、自治体、ピリカ）

・独自システムでごみの種類、
　数量、検出地点等を解析

画像解析
（ピリカ）

調査費用

解析データ、
レポート

実績：渋谷区 路上散乱ごみ調査、富士吉田市 ごみ箱設置前後でのごみ散乱状況比較調査、江戸川区 小岩駅周辺

　　  喫煙所設置前後での ごみの散乱状況比較調査

実績：企業、自治体で採用され、ごみ箱、喫煙所の設置前後での比較、周囲の状況調査等でデータ活用されている。

https://www.city.shibuya.tokyo.jp/kankyo/machi-seiso/seiso/seisou_v.html
https://www.ms-ins.com/news/fy2024/pdf/0701_2.pdf
https://drive.google.com/file/d/1Sj3YfGIUBMFCMEyGB1aUo2s7tPR5dsHl/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1Sj3YfGIUBMFCMEyGB1aUo2s7tPR5dsHl/view?usp=sharing


 

ごみの流出抑止

コンサルティング

ごみの流出実態調査
流出抑止のための対策立案等
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ごみ・環境分野の入札に積極参加。IT活用、現地調査など幅広く対応

ごみの流出抑止 コンサルティング　入札への参加

例：河川ごみの流出実態調査事業

調査地選定

実態調査

分析

対策

タカノメデータ(路上ごみ分布データ)を用いて、
対象となる河川近辺の街中における散乱ごみの密
度が高い地点を特定。

選定した調査地点において、プラスチックごみ等
の流出実態調査を実施。

各地点におけるごみの量・種類と地理的条件や
河川の状況等から、発生源を分析

発生源に応じた効果的な流出防止対策について
検討し、具体的な手法を提案

自治体から公募されるごみ・環境分野の入札案件にもピリカは積極参加しています。ITを活用した事業のコスト
削減・効率化のほか、現地調査を含む多様な業務形態の案件まで幅広く対応しています。

実績：熊本県 河川ごみ調査、鳥羽市 海岸漂着ごみ流出実態調査、大阪府 ビーズの流出状況等に係る調査及び啓発ツール等作成業務、磐田市 人工芝流出対策調査、山梨県 河川マ
イクロプラスチック調査、農水省 プラスチックを使用した被覆肥料の実態調査、浜松市議会議員 佐鳴湖におけるプラスチックごみ調査業務、他多数
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1. マイクロプラスチック流出の実態把握・
影響範囲調査
各品目（人工芝、被覆肥料、発泡ビーズ等）ごとに、流出の
発生状況や環境への影響範囲を現地調査やヒアリングで把握

2. 流出対策技術の導入と効果検証
排水溝フィルター、農地での流出防止ネット、収集車での
ビーズ流出抑制策などを実装し、捕捉量や削減効果を計測

3. 運用ガイドラインや啓発資料の作成
自治体・農業法人・廃棄物処理事業者・スポーツ施設など関
係者ごとに、日常的な運用ルールや啓発資料を作成

ごみの流出抑止 コンサルティング　MPs対策の取組・提案（人工芝・被覆肥料・ビーズ等への応用）

MPs対策として、実態把握〜対策立案・課題解決まで提供



ごみの資源化

リサイクル

ごみを資源として活用
原料・製品にリサイクル
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ポイ捨て・漂着ごみを再資源化できる仕組み作り → 回収量増加
● ポイ捨てごみや海岸漂着ごみなど、これまでリサイクルが困難だった

プラスチックごみを回収・再資源化できる仕組みを作る

● ごみを原料として買い取り、回収費用を負担できる仕組みを構築

ポイ捨て・漂着ごみ由来の製品を製造 → 問題への意識向上
● ごみで作られた製品を通じて、ごみ問題に興味を持ちづらかった方々

にも、問題や取り組みに興味を持ってもらう

● ベンチ、買い物かごなどを製造（公園、コンビニ等に設置）

流出ごみ資源化　事業の目的

リサイクル困難物（特にポイ捨て・漂着ごみ）に新しい出口を作る

日本財団、一般社団法人日本先端科学技術教育人材研究開発機構
（JASTO）、株式会社リバネスが共同実施する「プロジェクト・
イッカク」の一環で技術を開発することができました
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流出ごみ資源化　技術紹介

リサイクル困難だった雑多なプラスチックごみが再資源化可能に
複数のプラスチックの種類が混在し、汚れが付着しているためリサイクルが困難だったポイ捨てのような
ごみから、板材を製造する技術を実証。

プラ混合が
可能・安価

大半のプラスチックに
加え、多少の汚れや不
純物も許容可

細かな選別不要 ペレット化工程
を省略

プラスチックご
み回収 選別 破砕 ペレット化 成型

従
来

新技術   

単一素材が
前提・高価
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流出ごみ資源化　これまでの実績/活動内容

ごみの地産地消を実現、各地でリサイクル製品の設置が進む

これまでの制作実績を元に、25年度は各地でリサイクル製品の設置

が進んでいます。ベンチだけでなく、テーブル、ダストボックスなど

へのリサイクル材の活用も進めてまいりました。

・東京都社会課題解決型スタートアップ支援事業

・多摩イノベーションエコシステム促進事業

・山口県「海洋プラスチックリボーンベンチ」

・一般社団法人 F・マリノススポーツクラブ・横須賀市　SHIBA-UP事業 

・あいちスポーツイノベーションコンソーシアム AiSIA

https://note.com/co_innovators/n/nb0634ebd2a8e
https://tama-innovation-ecosystem.jp/project/environmental/4801/
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/40/333402.html
https://shiba-up.pirika.org/2
https://nagoya-grampus.jp/news/hometown/for-the-earth/2026/0504aisia.php


新規事業

ごみ・環境分野における
新たな事業創出
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ごみ回収ロボット

新規事業

ピリカではごみ・環境分野の新規技術・事業を常に開発しています

環境行政効率化AI 環境技術・
事業開発支援



© 2026  Pirika, Inc. 26

二次元コードまたは下記のURLより
お気軽にお問い合わせください。

https://corp.pirika.org/contact/

お問い合わせ

https://corp.pirika.org/contact/

